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みんなの
としょかん

市民図書館
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としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　救急病院（石原慎太郎／著） 物件探偵（乾くるみ／著）
　終りなき夜に生れつく（恩田陸／著） 回帰（今野敏／著）
　かわうそ堀怪談見習い（柴崎友香／著） 紙のピアノ（新堂冬樹／著）
　北斎まんだら（梶よう子／著） ガーディアン（薬丸岳／著）
　処刑の丘（ティモ・サンドベリ／著） 家と庭（畑野智美／著）
　夢窓（服部真澄／著）

●随筆・詩などの文学　無常の使い（石牟礼道子／著）
　皿洗いするの、どっち？（山内マリコ／著） 海をわたる手紙（澤地久枝、
　ドウス昌代／著） 無意味な人生など、ひとつもない（五木寛之／著）
　知れば知るほど（藤原正彦／著） 毎日っていいな（吉本ばなな／著）
　幸田家のことば（青木奈緒／著）

●その他の本　黒島の女たち（城戸久枝／著） 続ける力
　（若田光一／著） JR３０年の軌跡（JTBパブリッシング）
　賃貸でもここまでできるDIY（番匠智香子／著）
　ニッポンの主婦１００年の食卓（主婦の友社／編）
　騙されない技術（片田珠美／著） 結婚の嘘（柴門ふみ／著）
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貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土平成
29年

５
5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

7
14
21
28

6
13
20
27

五
卿
と
関
わ
っ
た
福
岡
藩
医

　

慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
、
８
月
18
日
の
政

変
に
よ
り
京
都
を
追
わ
れ
、
長
州
藩
へ
逃
れ

て
い
た
尊
攘
派
五
人
の
公
家
「
五
卿
」
が
太
宰

府
に
転
座
し
ま
し
た
。
五
卿
は
慶
応
３
年
に

帰
京
し
ま
す
が
、
滞
在
中
は
太
宰
府
周
辺
の

文
化
人
ら
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
医
師
の
名
前
も

見
え
、
通
古
賀
村
の
陶す

山や
ま

一い
っ

貫か
ん

や
大
石
村
の

岡お
か

部べ

忠た
だ

徳の
り

と
い
っ
た
太
宰
府
の
開
業
医
宅
に

三
条
実さ

ね

美と
み

が
訪
問
し
て
い
た
こ
と

は
『
太
宰
府
市
史
』
な
ど
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
城
下
新
大
工
町
居
住
の

塚
本
家
は
、
南
蛮
流
外
科
を
相
伝

す
る
外
科
医
で
初
代
道
庵
の
時
代

に
召
し
抱
え
ら
れ
た
福
岡
藩
医
の

家
で
す
。
現
在
、
塚
本
家
に
伝
わ

る
資
料
は
福
岡
市
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に

五
卿
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
当
主
を

つ
と
め
て
い
た
の
は
８
代
目
の
塚

本
道ど

う

甫ほ

と
い
い
、
大
坂
で
蘭
方
医
術
を
身
に

つ
け
万
延
元
（
１
８
６
０
）
年
に
家
督
を
つ
ぎ

ま
し
た
。
資
料
は
福
岡
藩
側
か
ら
道
甫
へ
宛

て
た
書
状
２
通
と
達
書
控
え
１
通
で
、
五
卿

が
京
都
へ
戻
る
時
の
付
添
を
命
じ
る
も
の
で

す
。
五
卿
の
官
位
回
復
と
帰
京
は
、
討
幕
派

の
鹿
児
島
藩
が
朝
廷
内
で
の
主
導
権
を
握
る

た
め
に
画
策
し
た
も
の
で
、
慶
応
３
年
12
月

14
日
に
鹿
児
島
藩
か
ら
三
条
実
美
ら
に
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
道
甫
へ
の
書
状
は
翌
日
15
日

付
で
、「
五
卿
衆
の
付
添
と
し
て
京
都
へ
行
く

こ
と
は
す
で
に
達
し
て
い
た
が
、
明
後
17
日

に
太
宰
府
を
発
つ
の
で
そ
の
心
得
で
い
る
よ

う
に
。
同
日
は
箱
崎
で
待
ち
請
け
て
乗
船
す

る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
当
時
の
船
旅
は
博

多
、
大
坂
間
で
４
、
５
日
要
し
、
大
坂
か
ら

京
都
ま
で
の
陸
路
を
入
れ
る
と
１
週
間
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。
五
卿
を
預
か
っ
て
い
た
福
岡

藩
と
し
て
は
、
要
人
を
送
り
届
け
る
た
め
医

師
を
随
行
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
役
目
を
塚
本
家
に
任
せ

た
の
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
道
甫
が
選

ば
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
資
料
が

な
い
た
め
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
道

甫
の
父
で
あ
る
７
代
目
道ど

う

禎て
い

は
幕

府
巡
見
使
が
福
岡
藩
内
を
通
行
す

る
際
に
付
添
を
命
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
藩
側
の
信
頼
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
五
卿
の
太
宰
府
出
発
は

強
風
の
た
め
19
日
に
延
期
と
な
り
、

道
甫
は
21
日
に
五
卿
と
出し

ゅ
っ

会か
い

し
乗

船
し
ま
し
た
。
塚
本
道
甫
と
い
う
藩
医
は
、

文
化
的
交
流
で
は
な
く
藩
命
に
よ
り
専
ら
医

師
と
し
て
五
卿
と
関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
興

味
深
い
で
す
。
維
新
後
、
道
甫
は
福
岡
県
庁

か
ら
洋
医
学
専
任
と
し
て
医
学
校
出
仕
を
命

じ
ら
れ
、
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
に
は
二
等

軍
医
副
に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
明
治
期
に
も
活

躍
し
ま
し
た
。
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